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新規分子 K LA A 0674の同定と発現解析

央 美
1)
, 中 村 史 雄

1)
, 須

明 彦
3)
, 藤 澤  肇

4)
, 竹

1 横浜市立大学大学院医学研究科分子薬理神14Z生物学
2)日立遺伝学研究所発生遺伝学部門
3)プロティン リサーチ ネットワーク

4 名古屋大学大学院理学研究科生命理学車攻神経回路形成学
5)戦略的創造推進事業部 (CREST), 科学技術振興機構 (JST)

要 旨 t発生過程において神経細ltL は, 突起先端の成長円錐から周囲の位置情報を感受し, 決められ

た道筋にそって突起を伸長させ, 標的細地に到達しシナプスを形成する この軸索ガイダンスに関わ

る分子を探索する中で, 我々はマウス胎生18日脳から新規分子, マウス 面A A 0674 (m K ttA 0674) を

同定した m K IA A 0674は N 末端領域に LヽへSP hom ology rcgion l (W H l) と FK 506binding protcin typc

pCpt的卜pr01yl cおヵ切lls isom crasc (FK B P) の相同性領域を有する れ sル hybridization 法を用いて,

m K IAA 0674の神経系における発現を検討した 胎生期マウスにおいて, m ttA A 0674は特に大脳皮質,

海馬, 末精神経節に発現していた また免援ブロットにおいても同様の発現が認められた このタン

パク質の細砲内局在を検討するため, 脊髄後根神経節細地の免濃染色を行った 飼q 灼印674は, 神

経細胞の軸索と成長円FL中心部に強 く発現 していた これらの結果は, m Юん的674が神経の突起伸

長やシナプス形成に何 らかの役割を呆たす可能性を示唆する
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